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●
公
会
堂
健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
す
ま
い
る
運
動
」
の
一
環

と
し
て
、「
公
会
堂
健
康
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
会
堂
健
康
教
室
の
最
大
の
特
徴
は
、
身
近
な
場
所
で
顔

見
知
り
の
仲
間
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
こ
と
。
皆
さ
ん
が
地

域
で
継
続
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
各
自
治

会
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
開
催
し
て

お
り
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
雰
囲
気
が
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

主
な
内
容

・
健
康
運
動
指
導
者
に
よ
る
手
軽
な
運
動

　

(

「
な
が
ら
運
動｣

な
ど
、
家
庭
で
継
続
的
に
取
り
組
め
る

運
動
や
手
軽
に
出
来
る
筋
力
づ
く
り
運
動
の
紹
介
な
ど
）

・
保
健
師
に
よ
る
健
康
講
話
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

参
加
者
の
感
想

・「
日
ご
ろ
、
運
動
す
る
機

会
が
少
な
い
の
で
、
公

会
堂
健
康
教
室
は
非
常

に
役
立
っ
て
い
ま
す
」

（
50
代
女
性
）

・「
参
加
を
き
っ
か
け
に
、

な
が
ら
運
動
や
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
な
ど
を
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」（
60
代
男
性
）

・「
内
容
が
分
か
り
や
す
く
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

（
40
代
女
性
）

　

健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
、
ご
自
身
の
地
域
な
ど
で
開

催
さ
れ
る
公
会
堂
健
康
教
室
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
国
が
違
え
ば
意
味
も
違
う
？

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
サ
イ
ン
の
あ
れ
こ
れ

　　

身
振
り
手
振
り
で
意
味
を
示
す
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
サ
イ
ン

は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
相
手
に
意
味
や
意
思
を
示
す
こ

と
が
で
き
大
変
便
利
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
普
段
使
っ

て
い
る
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
サ
イ
ン
は
、
国
に
よ
っ
て
ま
っ
た

く
違
う
意
味
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
オ
ー
ケ
ー
」
な
は
ず
が
…

　

親
指
と
人
さ
し
指
で
丸
く
輪
を
つ
く
る

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
。
日
本
で
は「
お
金
」や「
オ
ー

ケ
ー
」
を
意
味
し
、
多
く
の
国
で
も
承
認
や
承
知
の
意
味
を

表
し
ま
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
「
相
手
を
侮
辱
す
る
下
品
な

意
味
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

イ
エ
ス
は
横
に
、
ノ
ー
は
縦
に

　

日
本
を
含
む
多
く
の
国
で
は
、
は
い（
イ
エ
ス
）の
時
に
は

首
を
縦
に
、
い
い
え（
ノ
ー
）の
時
に
は
首
を
横
に
振
り
ま
す

が
、
イ
ン
ド
で
は
こ
れ
が
逆
に
な
り
ま
す
。

「
×
」
な
の
に
イ
エ
ス
？

　

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
よ
く
使
う

「
○
と
×
」
も
、
文
化
に
よ
っ
て
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
日
本

で
は
、「
×（
バ
ツ
）」は「
ノ
ー
」や「
ダ
メ
」、

「
間
違
い
」
を
意
味
し
ま
す
が
、
欧
米
で

は
該
当
項
目
へ
の
マ
ー
ク
チ
ェ
ッ
ク
に
使
わ
れ

る
「
✓
（
レ
点
）」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
、

「
イ
エ
ス
」
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
地
域
振
興
課
協
働
共
生
推
進
係　

☎
４
４

−

３
１
１
６

活動の様子

●
郷
土
の
偉
人　

書
聖「
川
村
驥き

ざ
ん山
」

　

皆
さ
ん
は
川
村
驥
山
を
ご
存
知

で
す
か
。
川
村
驥
山
は
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
激
動
期
に
日
本
書

道
界
を
リ
ー
ド
し
た
市
内
出
身
の

偉
大
な
書
家
で
す
。

　

驥
山
は
、
１
８
８
２
年
に
久
努
村

村
松（
現
在
の
村
松
）の
油
山
寺
門
前

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
を
慎
一
郎
、

号
を
驥
山
と
称
し
、
３
歳
の
こ
ろ
よ

り
父
か
ら
書
と
漢
学
を
学
び
、
５
歳

の
時
に
、
す
で
に「
大
丈
夫
」と
い
う

傑
作
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
歳
で
当
時
の
静
岡
県
知
事
の
推
奨
に
よ

り
、
県
下
の
小
学
校
を
豆
書
家
と
し
て
巡
講
。
12
歳
の
時

に
は
、
明
治
天
皇
の
銀
婚
式
に
楷
書
「
孝
経
」
と
草
書

「
出
師
表
」
を
暗
書
し
、
献
上
し
て
い
ま
す
。

　

15
歳
か
ら
は
書
家
と
し
て
独
立
す
べ
く
、
筆
一
本
で
全

国
行
脚
の
旅
へ
出
発
。
69
歳
に
て
書
道
界
初
の
日
本
芸
術

院
賞
を
受
賞
し
、
各
地
で
日
本
書
道
界
の
発
展
の
た
め
に

活
躍
し
て
、
87
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

【
11
月
に
行
わ
れ
た
驥
山
展
】

　

平
成
21
年
11
月
に
は
、
油
山
寺

に
て
、
地
元
村
松
の
ま
ち
お
こ
し

団
体「
鳴
沢
の
会
」の
皆
さ
ん
が
、

川
村
驥
山
の
作
品
を
集
め
た「
驥

山
展
」を
開
催
。
多
く
の
市
民
が

そ
の
作
品
を
見
に
訪
れ
ま
し
た
。

5歳にして書き上げた傑作
「大丈夫」（長野県・驥山館蔵） 

川村驥山
（1882-1969)

問
生
涯
学
習
課
文
化
財
係　
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鳴
沢
の
会
（
兼
子
さ
ん
）
☎
４
２

−

４
８
７
６

驥山展の様子




